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減災の正四面体 岡田・宇井（1997） 

火山現象・活動の理解者 
観測・理論に基づく予測法の構築 

緊急時の行政施策の伝達力 
事前の火山現象の啓発活動 
コミュニケーション能力 

資金と組織に基づく行動力 

災害の主人公 

科学者・行政・住民の意見対
立を強調し混乱を生む？ 

新しい知見の創造に喜び 
社会的作業への展開力？ 

目先の経済活動や予算によ
り中長期的な視点な活動が
制約？ 
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火山の噴火予測研究がどのように行われ、
その成果がどう活用されているか？ 

火山噴火予測研究の取り組みや研究成果 
 
 「噴火警戒レベル」と密接な関係 



噴火警戒レベルとは 

火山活動の状況に応じて 
「警戒が必要な範囲」と  
     防災機関や住民等の「とるべき防災対応」を 
    ５段階に区分して発表する指標 

活動火山対策特別措置法 

 各火山に火山防災協議会を設置（地元自治体） 
   平常時から噴火時の避難について検討 

   「地域防災計画」の作成。避難開始時期・避難対象地域を設定 

     警戒が必要な範囲、とるべき防災対応 

 

噴火警戒レベルが運用されている火山 

 火山防災協議会で合意された避難計画に基づいて対応 

  気象庁 「警戒が必要な範囲」を明示。 

       噴火警戒レベルを付して噴火警報・予報を発表 

  市町村等の防災機関 

       入山規制や避難勧告等の防災対応をとる 



噴火警戒レベルの例（気象庁ホームページより） 
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1. 火山研究者、気象庁、自治体の取り組みの紹介 

火山噴火予測研究の意義や今後について考える 
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